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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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８
月

下記日程は支部会館を休館します。

８月31日（木）10時～12時

　けんせつプラザ東京（要予約）

９月１日（水）終日　書記局会議

土・日・祝日も休館

無料経営相談会

支部会館休館のお知らせ

▼
先
日
、東
京
土
建
本
部
で

お
こ
な
わ
れ
た
活
動
者
会
議

で
東
京
土
建
安
全
衛
生
標
語

が
決
定
し
ま
し
た
。
最
優
秀

賞
は
「
ゼ
ロ
災
害　

続
け
る

こ
と
も　

プ
ロ
の
技
」（
清
瀬

久
留
米
支
部
）
。
こ
の
標
語

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、安
全
衛
生

対
策
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

▼
今
年
も
暑
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
。
熱
中
症
対
策
は
万

全
で
し
ょ
う
か
。
傍
目
に
は

熱
中
症
は
わ
か
り
に
く
い
も

の
。
無
理
せ
ず
少
し
で
も
体

調
に
異
変
を
感
じ
た
ら
「
休

憩
・
水
分
補
給
」
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
現
場
で
の
一
人
作

業
も
控
え
、
お
互
い
に
声
を

掛
け
合
い
ま
し
ょ
う
。
組
合

で
は
、
東
京
土
建
特
別
価
格

で
ク
ー
ル
フ
ァ
ン（
空
調
服
）

の
あ
っ
せ
ん
販
売
も
開
始
し

て
い
ま
す
。▼
仲
間
の
い
の
ち

を
守
る
運
動
と
し
て
、
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
者
の
掘
り
起
こ

し
と
専
門
医
へ
の
受
診
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
提
携
医
療

機
関
で
健
診
を
受
診
し
た
場

合
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
の
再
読
影
を

お
こ
な
い
、
専

門
医
へ
の
受
診

勧
奨
が
届
き
ま

す
。
▼
体
へ
の

ケ
ア
を
万
全
に
、

暑
い
夏
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html
体のケア万全に夏を乗り切ろう

（伊藤和則・労働対策部長）

平和を守り核のない
世界をめざそう２

秋の拡大始まります３

　平和行進と平和のつどいの
模様を報告

　仲間からの紹介で秋の拡大
を成功させよう

　

今
年
は
７
月
29
日
（
土
）
に
初
め
て

奥
多
摩
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
キ
ャ
ン
プ

村
に
て
、
大
キ
ャ
ン
プ
交
流
会
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
夏
休
み
真
っ
只
中
の
こ

の
企
画
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
あ
ち

こ
ち
で
上
が
り
ま
し
た
（
大
人
31
人

子
ど
も
25
人
）
。

　

ア
メ
リ
カ
キ
ャ
ン
プ
村
は
、

大
自
然
と
一
体
に
な
っ
た
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
、
マ
ス
の
つ

か
み
取
り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、

日
常
で
は
な
か
な
か
体
験
で

き
な
い
イ
ベ
ン
ト
満
載
の

キ
ャ
ン
プ
施
設
で
す
。
都
心

か
ら
車
で
約
90
分
と
ア
ク
セ

ス
が
良
い
こ
と
も
人
気
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
朝
7
時
30
分
、
支

部
会
館
に
集
ま
っ
た
メ
ン

バ
ー
は
、
大
型
バ
ス
に
乗
り

込
み
、
ア
メ
リ
カ
キ
ャ
ン
プ

村
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　

宿
泊
先
は
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス

で
す
。
キ
ャ
ン
プ
村
に
着
き
、

荷
物
を
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
に
納

め
て
、
主
婦
の
会
の
み
な
さ

ん
の
協
力
を
得
て
昼
食
の
カ

レ
ー
づ
く
り
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
午
後
は
、
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
体
験
や
川
遊
び
、
マ

ス
つ
か
み
な
ど
を
し
て
、
お

の
お
の
過
ご
し
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

は
、
山
の
大
自
然
を
利
用
し

て
お
り
、
立
体
迷
路
や
ガ
ケ

登
り
な
ど
、
24
ポ
イ
ン
ト
の

難
所
を
回
る
本
格
的
な
も
の

で
、
所
要
時
間
は
一
時
間
以

上
も
か
か
り
ま
し
た
。

　

夕
食
は
み
ん
な
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
。
「
火
の
神
様
」
が
井

桁
に
積
ま
れ
た
薪
へ
点
火
す

る
と
い
う
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
、
花
火
、
カ
ブ
ト
虫
取

り
と
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
眠
っ
た
後
は
、

大
人
た
ち
の
交
流
会
。
ま
た

一
つ
打
ち
解
け
ま
し
た
。

　

翌
日
は
朝
食
に
ホ
ッ
ト

ド
ッ
ク
を
食
べ
、
ス
イ
カ
割

り
や
紙
ヒ
コ
ー
キ
大
会
な
ど
、

二
日
間
で
貴
重
な
体
験
を
し

て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
こ
の
よ
う
な
交

流
会
を
今
後
も
計
画
し
て
い

き
ま
す
。
次
回
も
多
く
の
み

な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

7/24～28 夏休み宿題お助け塾 開校 7/25 阿佐谷地域区民センター フリースクール学
ぶ
・
作
る
・
友
だ
ち
で
き
た

7
月
25
日
に
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
で
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
（
主

催
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
サ
イ
ン
：
子

ど
も
た
ち
へ
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
・
指
導
す
る
団
体
）
に
、
後
継
者
対

策
部
を
主
体
と
し
た
組
合
の
仲
間
が

自
由
工
作
の
指
導
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

　

一
昨
年
は
杉
六
小
に
て
開
催
さ
れ
、

今
回
は
二
度
目
の
連
携
企
画
と
な
り

ま
す
。
20
人
ず
つ
の
入
れ
替
え
制
で
2

ク
ラ
ス
を
指
導
、
自
由
工
作
は
子
ど
も

た
ち
の
創
造
力
に
い
つ
も
感
心
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
「
釘
を
真
っ
す
ぐ
打
つ
の

が
難
し
か
っ
た
。
で
も
少
し
は
慣
れ
た

か
な
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

地
域
団
体
と
の
共
同
企
画
に
今
後
も

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

時
期
か
ら
片
付
け
て
し
ま
お
う
と
い
う

企
画
。
5
日
間
で
30
人
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
ま
し
た
。学
校
の
教
室
で
は
聞
き

に
く
い
こ
と
も
、小
人
数
な
の
で
先
生
に

直
接
質
問
で
き
、宿
題
も
は
か
ど
り
ま
す
。

　

今
回
、初
め
て
お
友
達
と
一
緒
に
参
加

し
た
一
刀
颯
太
君
（
中
央
分
会
）
は
「
夏

休
み
の
宿
題
が
終
わ
っ
て
う
れ
し
い
。
他

の
友
達
と
も
交
流
で
き
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で
き
な
か
っ
た
行

事
も
徐
々
に
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

今
後
も
子
育
て
支
援
行
事
を
計
画
し
ま
す
。

7
月
24
日
か
ら
28
日
の
期
間
で
、
今

年
も
「
夏
休
み
宿
題
お
助
け
塾
」
が
開

校
し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
宿
題
お
助
け
塾
と
は
、
小
学

校
の
教
職
員
を
退
い
た
Ｏ
Ｂ
の
先
生
方

の
協
力
を
得
て
、宿
題
を
夏
休
み
の
早
い

待ちに待った大キャンプ交流会 子
ど
も
た
ち

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
歓
声
が
響
く
響
く

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
く

佐藤淳さん
（阿佐谷）

講師のみなさん

佐藤英明さん（阿佐谷）

一刀颯太君

サ
ッ
カ
ー
場
の
模
型
を
塗
装

みんなで

食事の準備

立体迷路

花火に

夢中

火の

神様

アスレチック

最高！

スイカ割り

みんな静かに

7/29～30
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8
月
当
初
人
員
３
、０
８
１
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹

介

者

古
見　

武
流

は
つ
り
・
解
体

井

荻

古
見　

忠
敏

山
岡　

龍

防
水

西

荻

萩
原　

良

大
野　

奨

ブ
ロ
ッ
ク

西

荻

久
慈　

継
人

沼　

有
貴

設
計
・
製
図

富
士
見

筒
井　

潤

青
木　

茂

塗
装

阿
佐
谷

転　

入

小
松　

啓
矩

防
水

阿
佐
谷

相
澤　

秀
明

水
上　

雅
広

塗
装

中

央

佐
々
木　

和
久

川
島　

佑
介

防
水

中

央

武
田　

圭
司

菅
野　

圭

防
水

中

央

武
田　

圭
司

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｈ
Ａ
Ｉ

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

浜

福

新
家　

啓
正

三
浦　

直
也

は
つ
り
・
解
体

高

和

小
櫻　

貴
大

小
川　

信
泰

床
・
内
装

泉

南

直
接
加
入

Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｈ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｇ

塗
装

泉

南

小
笠
原　

健
悦

菅
原　

有
弥

鉄
筋

企

業

濱
辺　

秋
彦

長
岡　

正
孝

土
木
・
舗
装

直

属

長
岡　

善
規

■配管工■
【社員】
斎喜工業㈱

代表　齋藤　隆男
杉並区大宮1-2-2-201
℡03-3328-9638

■防水■
【社員】
㈱奄防

代表　南　忠文
西東京市東町5-7-20
℡090-8030-8822

■造園工■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内　幸雄
杉並区堀ノ内2-7-7-101
℡03-6677-7168

■産廃仕分け等■
【社員】

㈱アトムグループ
代表　並木　壮一
杉並区成田西1-30-28
℡03-3313-5354

■測量士・測量士補■
【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱
代表　鈴木　成規
杉並区阿佐谷南3-31-14
℡03-3392-4735

■塗装・防水・電気・営業■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7横尾ビル１F

℡03-3311-2196

■塩ビシート専門■
【社員】
㈱ＵPstart

代表　相澤　秀明
杉並区永福1-39-9-106
℡03-6677-3747

■ガラス工■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F

℡03-3331-2281

■揚重工■
【社員】
㈱秀英舎

代表　飯岡　秀斗
杉並区和田1-13-11-203
℡080-1230-6083

■鉄筋工■
【社員】

㈱浜辺鉄筋工業
代表　浜辺　秋彦
杉並区清水3-8-9
℡03-6913-6211

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

防
災
の
意
識
を

保
と
う

災
害
と

防
災

防
災
士
が
語
る

青
木
隆
之
防
災
士

イ
ン
フ
ラ
の

デ
ジ
タ
ル
活
用
を

　

内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
新
た
な

国
土
強
靭
化
基
本
計
画
」の
概
要
に
、

も
ろ
も
ろ
の
災
害
に
対
し
、閣
議
決
定

し
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す（
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド「
国
土
強
靭
化
計
画
」で
検

索
す
る
と
、詳
し
い
内
容
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）。

　

最
新
の
追
加
内
容（
令
和
５
年
７

月
28
日
閣
議
決
定
）で
は
、官
民
の
連

動
で
、地
域
に
お
け
る
防
災
力
の
一
層

の
強
化（
地
域
力
の
発
揮
）を
強
調
し

て
い
ま
す
。ま
さ
に
そ
の
通
り
大
切
な

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
は
皆
さ
ん
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
、気
候
情
報
や
災
害
情
報
、そ
し
て

防
災
の
情
報
な
ど
が
、迅
速
で
正
確
に

届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
あ
り

が
た
い
イ
ン
フ
ラ
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
を

進
め
る
こ
と
が
、防
災
の
強
い
力
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

地
震
発
生
率
も
検
索
可
能

　

さ
て
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
話
で
す

が
、以
前
も
記
事
に
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、今
後
30
年
以
内
に
発
生
す

る
確
率
が
70
〜
80
％
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。気
象
庁
と
国
土
地
理
院
等
の

調
査
機
関
で
毎
月
、地
殻
変
動
等
を

ミ
リ
単
位
で
調
査
し
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

国
土
地
理
院
地
殻
変
動
情
報
参
照
）。

　
７
月
７
日
の
気
象
庁
公
表
で
は「
現

在
の
と
こ
ろ
、南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
大

規
模
地
震
の
発
生
の
可
能
性
が
、平

常
時
と
比
べ
て
相
対
的
に
高
ま
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
特
段
の
変
化
は
観
測

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
」と
な
っ
て
い
て
安

心
も
で
き
た
り
す
る
も
の
で
す
。

　

近
頃
、天
候
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
が
多

す
ぎ
て
、地
震
へ
の
情
報
が
忘
れ
が
ち

で
す
が
、こ
の
よ
う
な
情
報
も
簡
単
に

検
索
で
き
ま
す
。

　

防
災
の
意
識
を
保
つ
た
め
に
も
検

索
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

防
災
は
、ま
ず
は
自
助
が
一
番
大
切
で

す
。

7
26

国
民
平
和
行
進

小
さ
な
一
歩
か
ら
大
き
な
一
歩
に

区
役
所
で
小
集
会

　

こ
の
日
の
気
温
は
36
度
を

超
え
、
風
が
吹
い
て
も
生
ぬ

る
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
、
大

変
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
の
行

進
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
午
前
10
時
よ
り

杉
並
区
役
所
南
門
広
場
に
お

い
て
、小
集
会
を
開
催
。岸
本

区
長
は
、セ
シ
オ
ン
杉
並
の
落

成
式
と
重
な
り
欠
席
と
な
り

ま
し
た
が
、
区
民
生
活
課
の

阿
出
川
課
長
よ
り
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
代
読
が
あ
り
ま
し
た
。

　

杉
並
区
職
労
な
ど
各
団

体
よ
り
連
帯
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
杉
並
原
水
爆
禁
止
運

動
の
原
点
と
な
っ
た
魚
屋
さ

ん
の
娘
・
竹
内
ひ
で
子
さ
ん

か
ら
も
激
励
の
こ
と
ば
が
あ

り
ま
し
た
。

　

東
京
土
建
か
ら
は
浅
田

副
委
員
長
が
「
原
水
禁
運
動

発
祥
の
地
、
杉
並
か
ら
一
人

の
小
さ
な
一
歩
を
集
め
、
み

ん
な
の
大
き
な
一
歩
に
し
て
、

運
動
を
継
続
し
て
い
こ
う
」

と
代
表
し
て
発
言
し
ま
し
た
。

行
進
ス
タ
ー
ト

10
時
30
分
に
行
進
が
ス

タ
ー
ト
。
給
水
ポ
イ
ン
ト
の

東
京
土
建
杉
並
支
部
会
館

で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

な
ど
の
手
渡
し
が
あ
り
、
中

野
区
の
杉
山
公
園
を
め
ざ

し
ま
し
た
。「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ

ロ
シ
マ
、
ノ
ー
モ
ア
・
ナ
ガ

サ
キ
」「
原
発
の
再
稼
働
反

対
」
私
た
ち
の
上
げ
る
声
に
、

時
お
り
沿
道
の
人
た
ち
か
ら

手
が
振
ら
れ
ま
し
た
。

中
野
へ
引
き
継
ぎ

11
時
10
分
頃
、
杉
山
公
園

に
到
着
。
中
野
原
水
協
の
み

な
さ
ん
に
横
断
幕
を
無
事
引

継
ぎ
ま
し
た
。

　平和を求めるみなさまのたゆまぬ運動に敬意を表しま
す。
　日本は核兵器禁止条約を批准しないまま、78年目の
8月を迎えます。ウクライナ情勢において、ロシアによる
核使用の威嚇を見れば、核兵器は平和を守る道具ではな
く、他国への脅しに使う武器だということがわかります。
　日本という唯一の戦争被爆国が核兵器禁止条約に背を
向けていることは大変残念であり、今こそ条約に署名・批
准した多くの国々と世界平和をすすめるべきです。
　かつて杉並の原水爆禁止運動の中心の多くは、女性で
した。杉並区議会でも男女比がほぼ同数になるなど、政
治分野の女性進出もすすみつつあります。この杉並で、
平和を守る努力をみなさまと一緒に重ねていくことを誇
りに思います。

　多くのみなさんからカンパをいただ
き、ありがとうございました。テレビ
や映画で見聞きしてきましたが、現地
でしかわからないことがあると思いま
す。色々な情報を持ち帰りたいです。

　原水爆禁止世界大会への参加とい
う、貴重な機会を与えていただきあり
がとうございます。現地でたくさん学
んできます。

区長メッセージ（要約抜粋）

杉並区
助成制度
学習会

　

７
月
20
日
に
杉
並
区
役
所
環
境
課
温

暖
化
対
策
係
よ
り
６
名
、
公
害
対
策
係

よ
り
１
名
を
講
師
に
招
き
、
各
助
成
制

度
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
（
参
加

30
人
）
。
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

エ
コ
住
宅
促
進
助
成
（
最
大
30
万
＋
30
万
）

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
自
然
循
環

式
太
陽
熱
温
水
器
な
ど
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
し
た
場
合
の
助

成
と
、
自
然
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式

給
湯
器
（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）
や
家
庭
用

燃
料
電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）
、
高
日

射
反
射
率
塗
装
（
屋
根
・
外
壁
）
な
ど
、

断
熱
改
修
等
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入

し
た
場
合
の
助
成

杉
並
区
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
機
器

切
替
助
成
（
最
大
30
万
）

集
合
住
宅
や
事
業
所
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
削
減
の
た
め
、
既
存

の
照
明
か
ら
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
の

高
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
機
器
へ
の
切
替
工

事
に
か
か
る
導
入
費
用
を
助
成

杉
並
区
電
気
自
動
車
用

充
電
設
備
導
入
助
成
（
最
大
50
万
）

電
気
自
動
車
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）
に
充
電
が

可
能
な
普
通
充
電
設
備
、
お
よ
び
急

速
充
電
設
備
の
設
置
経
費
を
助
成

エコ住宅促進助成
LED照明機器切替助成
電気自動車充電設備助成
などについて説明

詳しくは
杉並区役所の
ホームページを
参照ください

第25回杉並平和のつどい

9/1 防災学習会 参加者募集中

ミスター防災
大いに語る

　関東大震災から100年の
節目を迎える今年、防災の
日でもある９月１日に学習
会を開催します。
　災害から大切な人を守る
ために、改めて学習しませ
んか？　杉並区防災課と杉
並支部まちの救助隊「ビー
バーズ」の活動についても
報告があります。問い合わ
せは支部担当・村松まで。

防災学習会
日時：９月１日（金）19時
場所：杉並支部会館３階
参加費：無料

秋
の
拡
大
月
間
が
始
ま
り
ま
す　８月も終わりを迎える頃、いよいよ秋の拡大月間が始ま

ります。最近では、物価や資材の上昇はあっても、私たち
の賃金・単価が上昇しているという実感はありません。こ
のような状況を変えていくためには、私たちの要求を集
め、自治体や国に対して訴えていくことが必要です。その
基礎となるのが組織の大きさです。
　秋の拡大月間では、仲間のご自宅を訪問し、悩みや困っ
ていることを聞き取り、組合未加入の仲間についてお尋ね
します。
　下記の「行動日」は分会センターに集まって訪問行動を
おこないますので、ぜひご協力をお願いします。
　まだまだ暑い日が続きますが、熱中症には十分注意し
て、毎日をお過ごしください。

組合未加入の仲間を
ご紹介ください

7
月
1
日
前
期
新
加
入
者
歓
迎
会

秋の
拡大月間
行動日（案）

８月29日（火）、30日（水）
９月13日（水）、14日（木）、
　　20日（水）、21日（木）、
　　27日（水）、28日（木）
分会センターへの集合時間は分会役員にお尋ねください

　

同
日
に
杉
並
支
部
会

館
に
て
、
第
25
回
杉
並
平

和
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
冒
頭
に
主
催
者

を
代
表
し
て
、
鎗
田
執
行

委
員
長
が
あ
い
さ
つ
を
し
、

杉
並
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
矢
内
一
弘
さ
ん
か
ら
は
、

核
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

矢
内
さ
ん
は
「
核
廃
絶

に
結
び
つ
く
政
策
が
な
ぜ

と
れ
な
い
の
か
」
と
い
う

疑
問
を
投
げ
か
け
、「
政

府
の
す
す
め
る
、
核
で
脅

し
て
世
界
を
リ
ー
ド
し
て

い
く
と
い
う
核
抑
止
論
が

あ
る
た
め
」
と
説
明
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
杉
並
光
友
会

（
被
爆
者
の
会
）
の
会
長

で
あ
る
久
保
田
朋
子
さ
ん

よ
り
、
自
身
の
被
ば
く
体

験
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
で
日
本
平
和
委
員
会

常
任
理
事
で
あ
る
末
浪
靖

司
さ
ん
よ
り
、
①
米
軍
の

た
め
の
「
自
衛
隊
」
と
大

軍
拡
の
意
味
、
②
「
新
た

な
戦
前
」
の
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
、
と
題
し
た
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
回
、
他
団
体
の
代
表

者
は
選
出
さ
れ
な
い
た
め
、

青
年
部
よ
り
青
年
部
長
の

児
玉
一
史
さ
ん
と
仕
事
技

術
対
策
部
長
の
川
瀬
裕

太
さ
ん
の
み
、
８
月
７
日

か
ら
９
日
に
か
け
て
長
崎

県
で
お
こ
な
わ
れ
る
世
界

大
会
に
参
加
し
ま
す
。
２

人
に
対
し
て
主
婦
の
会
よ

り
折
り
鶴
が
手
渡
さ
れ
、

平
和
へ
の
願
い
が
託
さ
れ

ま
し
た
。

　

閉
会
あ
い
さ
つ
を
浅

田
副
委
員
長
、
ま
と
め

と
「
青
い
空
は
」
の
弾
き

語
り
を
原
田
原
水
協
理

事
が
お
こ
な
い
閉
会
し

ま
し
た
。

児
玉
一
史
さ
ん
（
中
央
・
建
具
）

川
瀬
裕
太
さ
ん
（
浜
福
・
塗
装
）

核のない平和な世界を

　1945年３月10日に東京大空襲があり、前々から両親が考えていた広島の祖母の家へ
疎開することになりました。私は小学校１年を修了した年です。広島の市街地には、爆
弾は全く落とされていませんでした。８月５日夜、珍しく空襲警報が鳴り、私たちは近く
の河原へ避難しました。間もなく解除になった帰り道、夜空からビラが舞い降りてきたの
で１枚拾って帰りました。母と祖母がビラを見て「疎開するなら広島へ」って書いてある
わ、変ねと言っていました。
　８月６日月曜日は、雲一つなく晴れ渡っていました。祖母は早朝から勤労奉仕に行き、
母は姉を日赤病院へ連れていく支度をしながら、私に留守中の注意を伝えていました。
私は座敷の窓から庭を見ながら聞いていたその時、ピカーッと白銀のような光に包まれ
た感じになり、爆風で飛ばされ次の間の隅で気絶してしまいました。母の声で気付き立
ち上がると、耳の後ろを怪我していましたが、止血してもらい、母の先導で瓦礫の道を
河原まで歩きました。広い河原は泣き叫ぶ声、怪我した人、火傷した人、人、人で一杯で
した。船着き場の階段へ私たちが着いた時、中学生の恰好をした人から水、水が欲しい
と言われましたが、顔を見ると火傷で誰だかわかりません。隣を見ると家の前のおばさ
んで、水を欲しがっているのはそこのお兄さんでした。おばさんは、水を飲ませると死ん
じゃうから、と我慢していたのです。夜になっても祖母は帰って来ませんでした。翌日、日
赤病院へ収容されたことが分かり、母と長兄が会いにいきましたが、私たちはお別れも
できませんでした。
　核、核兵器は廃絶しない限り、真の平和はないのではないでしょうか。

●岸田内閣が強行する大軍拡
　2023年度の防衛予算は6兆8,219億円、これは
GDP（国内総生産）の2％に匹敵する。5年間で軍
事費を43兆円（世界第3位）にしようとする計画
●外国を攻撃する兵器
　トマホークミサイルは1発あたり5億2,800万円、
400発をアメリカより購入する。1発の予算があ
れば、保育園を建設することができるのに。
　イージス艦搭載関連機材1,104億円。2027年配
備予定。
●なぜ自衛隊なのか
　日本を守る、ということではない。日米安全保
障条約（1960年締結）第4条に秘密の取り決めが
あった。
　日米安保条約第４条
「極東における国際の平和と安全が脅かされる時
は、いつでも一方の側の要求により協議する」―
密約とのセットにより、米軍が自衛隊を指揮して
自衛隊が世界中で戦うことを意味する。

●防衛力整備計画
　「常設の統合司令部を速やかに設置する」北
富士演習場に戦場での攻防を想定した自衛隊訓
練施設があり、日米共同訓練が活発になっている。
●日米間には多くの密約が結ばれている
・米軍出撃密約（日本にある米軍基地から事前
協議なしに自由に出撃できる）
・核兵器持ち込み密約（核兵器搭載艦の日本へ
の寄港・通過を認めること）
・刑事裁判権密約 （米軍とその関係者による事
件・事故で米軍側が刑事裁判権を持つこと）

●「新たな戦前」のマスメディア
　戦前は「大本営発表」があった。今のマスメ
ディアは、政府の主張を批判しないばかりか、さ
らに忖度して報道・解説・論評をおこなっている。
●マスコミは「台湾有事」の大合唱
　中国軍が台湾に侵攻し、米軍が台湾を防衛、自
衛隊が米軍を支援して出動するという筋書だが、
中国と台湾は戦争できる状況にはないであろう。

主
婦
の
会
よ
り
折
り
鶴
を
受
け
取
る

原爆に関する
パネルの展示

戦争の早期終結と
核兵器のない世界を切に望む

平和のために
知っておくべきこと

久保田朋子さんが語る被ばく体験

末浪靖司さんの講演

阿出川課長

杉山公園をめざし行進

竹内ひで子さん

杉
並
区
環
境
課
よ
り
説
明
を
う
け
る

国土地理院のホームページでは
地殻変動情報も入手できる

青年部より代表派遣
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5
〜
6
年
後
に
独
立
し
ま
し
た
。

【
仕
事
の
苦
労
と
や
り
が
い
】

　

独
立
し
た
頃
は
、
な
か
な
か
仕
事
が

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
組
合
に
入
っ
て
い

た
お
か
げ
で
、
少
し
ず
つ
仕
事
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

一
度
仕
事
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
時

は
、
次
は
指
名
さ
れ
る
よ
う
に
気
を
遣

い
、
仕
事
が
終
わ
っ
て

か
ら
も
、
や
り
残
し
が

な
い
か
、
再
点
検
し
て

回
り
ま
し
た
。

【
趣
味
】

　

最
近
は
、
年
の
せ
い

か
家
か
ら
出
る
こ
と
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。

楽
し
み
は
、
友
人
に
会

う
こ
と
、
組
合
の
年
2

回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
へ

参
加
す
る
こ
と
で
す
。

【
組
合
と
の
出
会
い
】

　

宗
像
さ
ん
（
旧
和

泉
・
大
工
）
の
紹
介
で

加
入
し
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
青
年
部
で
野
辺
秀
男
さ
ん
達

と
出
会
っ
て
、
草
野
球
チ
ー
ム
結
成
、
山

中
湖
で
の
平
和
友
好
祭
り
、
メ
ー
デ
ー

の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
り
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
や
り
ま
し
た
。
特
に
賃
金
ス
テ
ッ

カ
ー
張
り
は
、
電
柱
に
張
る
人
、
電
柱

に
糊
を
塗
る
人
、
見
張
る
人
、
と
チ
ー

ム
分
け
し
て
、
万
が
一
警
察
官
に
職
質
に

会
っ
て
も
、
現
行
犯
に
な
ら
な
い
よ
う

考
え
ま
し
た
（
笑
）
。
そ
の
ス
テ
ッ
カ
ー

の
お
か
げ
か
、
手
間
は
ど
ん
ど
ん
上
が

り
、
運
動
の
成
果
を
実
感
し
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

【
取
材　

双
木
淳
志
】

　

私
は
秋
田
県
能
代
市
の
出
身
で
す
。

冬
は
シ
ベ
リ
ア
下
ろ
し
の
風
が
強
く
、

能
代
の
雪
は
下
か
ら
降
る
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
、
地
吹
雪
が
も
の
す
ご
い
所
で
す
。

【
名
前
の
由
来
】

　

両
親
か
ら
聞
か
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
幸
（
し
あ
わ
せ
）
を
悦
（
よ

ろ
こ
ぶ
）
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
10
人
兄
弟
の

10
番
目
で
す
。

【
職
種
】

　

ガ
ン
吹
付
業
で
す
。

私
が
見
習
い
と
し
て

入
っ
た
頃
は
、
左
官
と
吹

付
は
分
業
で
し
た
。

【
子
ど
も
の
頃
の
遊
び
】

　

夏
は
近
所
の
小
川
で

フ
ナ
や
ド
ジ
ョ
ウ
取
り
、

冬
は
田
ん
ぼ
に
水
を
張
っ

て
の
ス
ケ
ー
ト
、
ソ
リ
、

タ
コ
揚
げ
で
遊
び
ま
し
た
。

【
今
の
仕
事
に
就
く
ま
で
】

　

最
初
に
就
い
た
職
業

は
甲
板
員
で
、
火
力
発
電
用
の
石
炭
を

積
む
た
め
石
炭
専
用
船
に
乗
っ
て
、
北

海
道
へ
よ
く
行
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
貨

物
船
に
乗
り
、
中
国
の
上
海
や
天
津
に

も
一
度
行
き
ま
し
た
。
航
海
中
の
仕
事

は
船
の
サ
ビ
落
と
し
や
ペ
ン
キ
塗
り
で

す
。
間
も
な
く
し
て
、
5
番
目
の
兄
が

杉
並
で
吹
付
業
を
し
て
い
た
の
で
、
兄

を
頼
っ
て
上
京
、
杉
並
区
和
泉
に
住
み
、

賃 金 ス テ ッ カ ー で

運 動 の 成 果 を 実 感

宮
みやこし

腰 幸
こうえつ

悦さん　泉南・ガン吹付

7
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

57
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員

が
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く

な
っ
た
時
の
生
活
を
助
け
合

い
、
結
婚
や
出
産
、
仲
間
や

家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
な
ど

に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な
の
助

け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を

受
け
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

入
交　
　

崇
（
西　

荻
）

池
田　

奏
大
（
富
士
見
）

近
藤　

祐
平
（
中　

央
）

【
出
産
】  

1
件

【
新
入
学
】

17
件

【
資
格
取
得
】

14
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

伴　

知
恵
子
（
富
士
見
）

鵜
沼　
　

勇
（
阿
佐
谷
）

雨
宮　

健
一
（
阿
佐
谷
）

鈴
木　

康
彦
（
中　

央
）

中
村
あ
つ
子
（
浜　

福
）

篠
原　

博
美
（
高　

和
）

紺
谷
三
貴
夫
（
高　

和
）

ほ
か
10
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

熊
井　

義
雄
（
西　

荻
）

山
本　

淳
史
（
富
士
見
）

ほ
か
1
件

【
家
族
死
亡
】

2
件

よ
み
う
り
ラ
ン
ド

Ｂ
Ｂ
Ｑ

　夏休み最後の日曜日、夏の思い出づくりに家族み
んなで参加しませんか？　支部担当・藤澤まで。
[日　時]　８月27日（日）11時開始
[対　象]　組合員とその家族
[参加費]　①無料（入園+BBQ）
　　　　  ②FP：大人3,000円、小人2,000円
　　　　  ③プール：大人2,000円、小人1,000円
　　　　  ④FP＋プール：大人4,000円、小人3,000円
[締　切]　８月18日（金）

家族みんなで参加しよう

【
佐
藤
雅
一
通
信
員
】
４
年

ぶ
り
と
な
っ
た
妙
法
寺
「
夏

の
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
に
、
①

自
由
工
作
、
②
型
抜
き
、
③

短
冊
作
り
、
④
木
の
鉛
筆

作
り
、
⑤
住
宅
相
談
を
泉

南
分
会
と
し
て
出
店
し
て

き
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
合
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
好
天
に
恵
ま
れ
、

開
始
と
同
時
に
泉
南
分
会

ブ
ー
ス
は
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
短
冊
づ
く
り
の

竹
と
木
の
鉛
筆
の
小
枝
は
、

河
原
井
常
任
と
金
子
組
織

部
長
と
も
植
木
職
の
た
め
、

材
料
調
達
に
貢
献
い
た
だ

き
、
助
か
り
ま
し
た
。

　

総
入
場
者
数
は
、
主
催

者
の
発
表
が
な
い
た
め
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、一
日
中
妙

法
寺
境
内
は
人
で
一
杯
だ
っ

た
た
め
、
５
、０
０
０
人
は

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

昨
年
の
土
建
ま
つ
り
に

出
店
し
て
好
評
だ
っ
た
型

抜
き
も
大
人
気
で
、
予
定

数
は
早
々
と
完
売
。
木
の
鉛

筆
は
、
ド
リ
ル
で
芯
用
の
穴

を
開
け
、
糊
を
付
け
て
鉛
筆

芯
を
挿
入
さ
せ
る
た
め
、
下

準
備
が
大
変
で
し
た
が
、
大

越
分
会
長
の
尽
力
で
大
変

好
評
、
泉
南
分
会
名
物
に

な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
よ
り
石
田
か
な

子
さ
ん
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
オ

レ
ン
ジ
色
の
エ
プ
ロ
ン
が
デ

ビ
ュ
ー
。
妙
法
寺
境
内
の
緑

に
と
て
も
よ
く
映
え
て
い
ま

し
た
。
参
加
組
合
員
23
名
・

家
族
２
名
、
参
加
さ
れ
た
み

な
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

妙
法
寺
「
夏
の
ふ
れ
あ
い
千
日
紅
花
祭
り
」
に
泉
南
分
会
25
人
が
参
加

7
2小

枝
鉛
筆
作
り
大
好
評

◀おそろいエプロン本日デビュー ▼大盛況の泉南分会ブース

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

宮腰 幸悦さん

８
・
27

※FP＝フリーパス


